
　◆ユナ　最後の一台詞　隠姦風味

　――人気のない街外れにある古びた倉庫。そこでは、複数の少年によって連れ込まれた少女が声にならない悲鳴を上げていた。
　怖い。助けて。こんな目に遭いたくない――少女の眼は負の感情で満たされていた。
　淫魔とは、あらゆる生物に対し強制的な発情と性感を与える怪物。見た目は可愛らしいとさえ言える美形で幼気な少年、言葉遣いも礼儀正しいが、その本性は邪悪そのもの。今宵もまた、力なき女性を毒牙にかけんと淫気――性欲を操作する魔力を使う。
　強制的な昂ぶり。だがそれは肉体こそ完全に操れど、精神に与える影響はほんの僅か。
　少し触れられただけで気持ちよくなる。“牝”として開花するのが分かる。だからこそ望まぬ愉悦を突き付けられた反動は大きく、快感によるプラス効果よりも不快のマイナスの方が強かった。
　そんな状態で、卑猥な言葉と体勢を求められる。耳元で囁かれる一語一語が幼稚とさえ言える淫語の連続だが、それがつい口から出そうになる。
　見知らぬ異性に乱暴される不安と恐怖で、救済を求め続ける。だがその叫びも、滅多な事で人が寄らないこの倉庫では空に響いて溶け消えるのみ。いよいよその身が穢される――そう覚悟した、その時だった。
　突如、風と共に美女が現れる。背も脚もスラリと長く、髪と肌は夜闇の中でも輝いて見える。少女さえ乱暴されるのを忘れて見惚れるほどの美貌を持つ女性。
　それはつまり、いかにも淫魔少年が好みそうな存在であったが……美女は淫魔に脅されているわけでも従っているわけでもないのが、その眼に宿る闘気が語っている。
　美女は凛とした気を放つと、その身にドレスさながらの絢爛さを持つ鎧を纏い――淫魔と戦闘を始めたのだ。
　少女は噂に聞いていた、聖闘士という存在を思い出す。日夜悪と闘い、正義のために励む選ばれた戦士。彼女がまさに今、自分を救けに来てくれたのだ。
　女聖闘士の蹴りは小さな嵐を生み出し、華奢で優美な姿からは想像も出来ない強さを誇る。女聖闘士は一旦淫魔の少年を退けると、少女を抱えて倉庫から脱出する。
　安否を気遣う言葉に、思わず少女は聖闘士の名前を尋ねる。
　――アクィラのユナ。彼女はそう名乗り、少女へ逃げるよう告げるとすぐに倉庫へと戻っていく。
　背を向けて走る少女。もちろん、異形と選ばれし戦士の戦闘模様など理解できるはずもないが――少女は確信する。ユナは必ず淫魔を倒し、自分を、そしてまた危機に陥る誰かを救けるために戦うのだと。
　太陽の如き輝きを放つ美女に感謝しながら走り――少女は、無事に家へと帰ることが出来たのだった。

◆
　――翌日、昼。
　少女は買い物の途中、再びユナと出会う。やはり淫魔に勝利したのだろう。再会に喜ぶ少女だったが……ユナは傍らに、昨日の淫魔少年を従えていた。
　ユナ曰く……少年を倒した後、上司から少年の処分を言い渡された。それはユナの従者として使役し、住処としていた倉庫で魔物にしか出来ない労働をさせる、というものらしい。
　ユナたち聖闘士が持つ不思議な力で、淫魔には労働や使役されることで幸福を感じたり、労働だけでなく一カ所に留まらずいろいろな所に行って羽を伸ばしたりと、ただ罰するのではなく真っ当な生の感覚を覚えてもらうのだそうだ。
　ただし甘やかすのも問題なので、罪相応の罰……即ち、淫魔少年がこれまでやってきた犯罪を自らも体験させ、自らの罪と向き合わせるらしい。例として卑猥な言葉や体勢の強制など。本来このような刑罰は正義の心に反するが、彼を改心させるために仕方なく行うそうだ。
　実際、少年は己の罪と向き合った為か顔は爽やかになり、ユナが少し疲労を見せるや肩を揉んだりと気遣い、逆にユナが照れたのか紅潮してしまうくらいだ。
　ただ悪を倒すのではなく、更に救いすら与える――選ばれし戦士の聖なる職務に感動する少女。
　この後は倉庫で指導の続きらしく、ユナは手を振ってその場を後にする。少女は見送ってからもユナのことが忘れられず、まるで恋する乙女のように、ユナの存在を心に刻ませた。
　――きっと倉庫では、厳しくも優しく少年を指導するのだろう。そしてまた、聖闘士として次の使命に向かうのだろう。
　自分を救ってくれた美しき聖闘士を、少女は密かに応援し続けるのであった――


　――私は敗けない！　力のある限り戦い続けて見せるわ！
　私を応援してくれる人が！　私の救いを求めている人がいる限り！
　ッッッ！　決して……ッ！　女性を、弄ぶ……淫魔……なんかに…………
　ッ!!♥♥　お!!♥♥　ッぐ!!♥♥　あ!!♥♥　あッッ……――!!!♥♥
　……ッ!!♥♥　　………ッ……!!♥♥
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